
重点施策① がん予防
(1) 感染に起因するがんへの対応
○胃がんリスク検査の導入とヘリコバクター・ピロリ除菌の推進
・40歳代の偶数歳を対象として、平成31年１月より札幌市胃がん
リスク判定を開始し、ヘリコバクター・ピロリ除菌の推進。

(2) たばこ対策
・小中学生向けがん予防につながるメッセージの募集及び展示
・事業所のたばこ対策をまとめたリーフレットの作成及び配布
・子育て世帯の禁煙外来受診促進事業（35人に医療費の助成）

札幌市がん対策推進プランの進捗について

１ 成果指標（がんによる死亡率の減少）

国民生活
基礎調査

胃がん 大腸
がん 肺がん 子宮

がん 乳がん

H22年札幌市 32.6％ 27.0％ 22.3％ 41.5％ 42.7％

H25年札幌市 38.0％ 35.1％ 37.4％ 42.7％ 42.3％

H28年札幌市 38.9％ 38.2％ 38.5％ 43.0％ 41.4％

資料４

２ がん検診受診率

３ 取組一覧

重点施策③ がん患者及びその家族等への支援
(1) 相談支援体制の充実

○ガイドブックの作成と活用
がん対策に関連する支援とその窓口についてまとめた

ガイドブックを作成し、関係庁舎や関係機関等へ配布

(2) 働く世代のがん患者への支援
○事業所等との連携による総合的ながん対策の推進
市内の事業所を対象とした健康経営及びがん対策認定企業に関

するセミナーを２回開催

※目標は胃、大腸、肺は40％、子宮、乳は50％

6 課題・今後の方向性

(1) 札幌市がん対策推進プランに掲げている新規事業の実施
札幌市民のがん検診受診率を正確に把握できていないことや本

市の精検受診率が政令指定都市等と比較して低いことが課題と
なっていることから、５で掲げた新規事業を関係機関と連携しな
がら取り組んでいく。

(2) がん検診の受診率向上
２で示したとおり、がん検診の受診率は目標値に達していない
現状にある。このことから、効果的な普及啓発の継続や受診機会
を拡大するための施策を展開していく。

４ 平成30年度に実施した主な事業

◎健康さっぽろ21中間評価 ： A（目標に向かって順調に推移）

別紙のとおり

◎健康さっぽろ21中間評価 ：
子宮がん C（目標に向かってやや遅れまたは変化なし）
乳がん D（目標値から遠ざかっている）

5 令和２年度以降の新規事業

○がん検診受診実態調査（令和２年度）
○要精密検査受診率向上対策（令和２年度）
○適切な精度管理の実施（令和２年度）

重点施策② 早期発見・早期治療
(1) 早期発見の推進
○がん対策普及啓発キャンペーン実行委員会による普及啓発
（H29年6月発足） 構成団体12団体
・札幌市営地下鉄駅及び札幌市内小中学校掲示版へのたばこ対策
に関するポスターの掲載

・たばこ対策及びがん予防につながるFacebookページの更新、
新聞広告の掲載、テレビ及びラジオ出演による周知

平成23年
（基準値）

平成28年（中間
評価時の値）

平成29年
（直近の値）

平成35年
（目標値）

75歳未満のがん
年齢調整死亡率
※人口10万対の数値

92.6 85.9 81.9 70.3


